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はじめに 
 2013 年 6 月 14 日の第 11 回大統領選挙においてロウハーニー大統領が登場した経緯とその
後のイラン核交渉の進展については前回の「中東政治経済レポート」で紹介し、また本号掲載




表 1. ロウハーニー政府の第一期閣僚リスト（2014年 1月 7日現在） 
職名 名前 生年 前職 
教育 ファーニー、アリー･アスガル 1954   
通信 ヴァーエズィー、マフムード 1952.9 公益評議会戦略研究所理事 
情報 アラヴィー･タバル、マフムード 1954 専門家会議メンバー 
財務 ターイェブニヤー、アリー 1960   





農業 ホッジャティー、マフムード 1955   
運輸･都市開発 アーホンディー、アッバース･アフマド 1957.6   
組合･労働･福祉 ラビーイー、アリー 1955.12 タバータバーイー大学教授 
鉱工業･商業 ネエマトザーデ、モハンマドレザー 1945   
科学 ファラージー･ダーナー、レザー   テヘラン大学教授 
文化指導 ジャンナティー、アリー 1949   
内務 ファズリー、アブドルレザー･ラフマーニー 1959 最高監査院（SAC）長官 
石油 ザンゲネ、ビージャン･ナームダール 1953.3 公益評議会メンバー（1996-） 
エネルギー チトチヤーン、ハミード 1957 タブリーズ情報局長官 
法務 プールモハンマディー、モスタファー 1959/60 
ハーメネイー事務所政治社会局
長官（2003～） 
防衛 デヘガーン、ホセイン 1957   
スポーツ若者 グーダルズィー、マフムード － テヘラン大学教授 







 大統領就任直後の 8 月 6 日に提出された閣僚リストのうち、教育大臣･科学大臣およびスポ
ーツ若者大臣の 3 閣僚については 8 月 15 日の時点で国会の承認が得られなかった。その後 10




を取得しているが、筆者の調べた範囲でも全 18 閣僚中 12 閣僚が博士号を有している。これは
直前のアフマディネジャード第二期における 6 閣僚をも大きく凌駕する数字である。因みに欧
米への留学歴がある閣僚は通信大臣、外務大臣、運輸･都市開発大臣、鉱工業･商業大臣、科学
大臣の 5 閣僚である（すべて筆者調べ）。 
 次に閣僚の年齢構成であるが、現在のところ判明している16閣僚の平均年齢は59歳である。
これは 1979 年のイラン革命時には平均 25 歳、1988 年のイラン･イラク戦争停戦時には平均
34 歳ということで、正に現在のイランを支える中核的な世代に当たるといえる。因みに最高齢





































































































ン撤退は、13 年前の 9.11 米国同時多発テ
ロ以来世界の注目を集めてきた同国の将
来にとって大きな転機となる。その一方の
主役であるターリバーンの言動を理解す
るためには、パシュトー語の習得は不可欠
である。この辞書はそのための最良の伴侶
となるであろう。 
（鈴木） 
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